キャリアアップ研修Ⅱ　学習指導案の形式と例（教諭用）
資　料



令和○年度　長野市立小・中学校キャリアップ研修Ⅱ⑤授業研究（授業公開）
長野市立しなのき中学校　対象者番号○○　氏名　○○　○○
　　　　　　　　　　 Ⅱ　自己課題
キャリアアップ研修Ⅱに際し、「生徒が主体的に自分の思いや考えを表現するための指導や支援のあり方」というテーマを設定した。何でも教師がお膳立てしたり、一方的に指示を出したりするのではなく、生徒たちが自ら考え、友と伝え合い、協働していく姿を目指したい。
　　１年１組の生徒は、日常生活の中で困っている友の存在に気付くことができる。また、授業では意欲的に課題に取り組むことができる。一方で、自分の思いを表現することが苦手で、友にうまく伝わらなかったり、自分の考えを発表する場面で戸惑ってしまったりする姿もある。
そこで、授業や生徒会活動、学級活動など日常のあらゆる場面で、自分の思いや考えを、自分の言葉で、自分から発信できる生徒を育てていきたい。そして、互いの思いや考えを尊重し合える、開かれた安心感のある学級集団にしていきたい。
Ⅲ　自己課題に基づいた本時における工夫点や留意点
「作品に込められた筆者の思いについて自分の考えもち、友と伝え合う」というゴールを明確にし、ゴールに迫るための学習の見通し（プロセスイメージ）を全体で共有できるようにする。
　　個人追究で自分の考えをはっきりともてたところで、４人程度の小グループにし、積極的に意見交換できるようにする。その際には、自分の考えと友の考えの「共通点」と「相違点」に分け、意見交換後に自分の考えをさらに練り上げられるようにする。
Ⅰ　学校がめざす子どもの姿
　日常の授業の充実　みんなで創る授業→ねらいを明確にしたわかりやすい授業

　　　　　

Ⅳ　学習指導案　　　　　　第１学年　国語科　指導案
授業時間：令和○年　○月○日（○）　　10：45～11：35
　　　研究会時間：　　　　　　　　　　　　　11：45～12：35
　　　授業学級：１年１組　計32名
　　　授 業 者：○○　○○

１　単元名　「76年後の私たちへ……」
　　教材名　「大人になれなかった弟たちに……」米倉　斉加年（「国語１」光村図書）

２　単元設定の理由
　　１年１組の生徒は、文学的文章の学習において、これまでに「場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて描写を根拠にしてとらえること」を学んできた。学習活動を通して、行動描写や情景描写に着目しながら読み進めることはできるようになった。しかし、自身の経験と結び付けて考えたり、筆者の思いや考えに対して自分の考えをもったりすることは苦手であり、作品を十分に読み深めるところには至っていない。
　　本単元では、物語の読み取りに終始せず、読み取った上で「作品に込められた作者の思いについて自分の考えをもち、友と伝え合う」ことを通して、自分の考えを確かなものにする力を育てたい。そのために、自分の考えと友の考えを比較して、共通点や相違点を明らかにしたり、相違点からさらに自分の考えを練り上げたりできるようにしたい。
　　本教材「大人になれなかった弟たちに……」は、筆者の米倉斉加年自身が経験した事実が描かれている。戦争の中で必死に生きようとした家族の姿と、筆者の深い悲しみと憤りが、読み手の心に刻み込まれる作品である。生徒は「僕」の思いに寄り添い、共感しながら内容を読み取り、それをもとに自分の考えをもつことができると考え、本単元を設定した。

３　単元の目標
（１）比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現技法について理解することができるようにする。
〔知識及び技能〕（（１）言葉の特徴や使い方に関する事項　オ）
（２）場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉えることができるようにする。　　　　　　　〔思考力、判断力、表現力等〕（Ｃ　読むこと　イ）
（３）文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができるようにする。　　　　　　　　　　　〔思考力、判断力、表現力等〕（Ｃ　読むこと　オ）
（４）言葉がもつ価値に気付くとともに、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。　　　　　　　　　〔学びに向かう力、人間性等〕

４　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的な学習に取り組む態度

	①比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現技法を理解している。
（（１）オ）
	①「読むこと」において、場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉えている。（Ｃ（１）イ）
②「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにしている。（Ｃ（１）オ）
	①進んで登場人物の心情変化等を捉え、考えを伝え合おうとしている。



５　単元の展開（全５時間）
	時
	主な学習活動
	○主な指導や支援
	評価

	一次（１）

	１　作品を通読し、話の展開や内容の大体を捉える。

	○太平洋戦争について知っていることを尋ねる。
○作品を通読する。
○最後の一文に着目した生徒の声を全体の場で位置付ける。
	〔学びに向かう力①〕
ワークシート
発言・つぶやき

	二次（２・３）

	２　場面ごとに分け、描写に注目して「僕」や「母」の心情を捉える。


	○「僕」の心情が分かる部分に線を引くように促す。
○文末の特徴や表現技法について取り上げ、その効果について考え合う場を設定する。
	〔思・判・表①〕
ワークシート
〔知・技①〕
発言・つぶやき

	三次（４・５）
	３　最後の一文に込められた筆者の思いは何かを考える。
	○なぜ「弟の死」と「ひもじかったこと」が同列なのか問う。
○なぜ「母」という言葉がないのか問う。
	〔思・判・表②〕
ワークシート
〔学びに向かう力①〕
表情・つぶやき

	
	


４　自分の考えを練り上げ、この単元での学びを振り返る。
	○４人グループになり、自分と友の考えの共通点と相違点を整理するように提案する。
○個人で考えを練り上げる時間を十分に確保する。
○全体で共有する場を設定する。
	


〔思・判・表②〕
ワークシート



６　本時案
（１）主眼
　　　行動や情景の描写から「僕」の心情を捉えた生徒たちが、最後の一文に込められた筆者の思いに迫る場面で、グループで考えを伝え合い、友との共通点と相違点を整理することを通して、作品に込めた筆者の思いについて他の視点からも考えることができる。

（２）本時の位置（全５時間中第４時）
　　前時：弟の死に対する、「僕」の悲しみ、憤り、無念さを捉えた。
　　次時：作品に込めた筆者の思いについて自分の考えを練り上げ、自分の言葉でまとめる。

（３）指導上の留意点
　　・意見交換をしやすくするために、４人程度の小グループで活動を行う。
　　・一方的に考えを言い放つのではなく、共通点や相違点を明らかにしたり、質問をし合ったりしながら進められるように、活動に入る前に「大事なポイント」として黒板に示す。

（４）展開
	段階
	学習活動
	・予想される生徒の反応
	○教師の支援　評価

	時間

	導　入
	１前時を振り返り、学習問題を確認する。
	・弟の死が「僕」にとって本当につらく、悲しいものであったことが分かった。
・やっぱり前回の「弟を棺に入れ、母が初めて泣く場面」だと思う。
・最後の一文かな。「一生忘れません」ってすごく強い言葉だから。


	○前時の振り返りの記述を紹介する。
○「筆者の思いはどこに一番強く出ていると思いますか」と尋ねる。学習問題　筆者は作品にどんな思いを込めたのだろうか。

	５

	展　開
	２今まで追究してきたことを基に個人で考える。
	・「弟の死」は納得できるけれど、なぜ「ひもじかったことと」なのか。
・最後の一文に母という言葉がないこと。


・母という言葉が入っていないのは、「ひもじかったこと」という言葉に母の「必死に子どもを守ろうとする姿」が含まれているからではないか。
・「ひもじかったこと」には、戦争は亡くなった人にとってはもちろん、生き残った人に
	○「最後の一文で気になるところはありますか」と尋ねる。
学習課題　最後の一文に込めた筆者の思いを考え合おう。


○「ひもじかったこと」に着目している生徒には、何を意味しているか、何を象徴しているか問いかける。
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	とっても不幸だったのだというメッセージが込められていると思う。
・「一生忘れません」には、筆者の強い意志や覚悟が伝わってくる。
・自分の考えがまとまってきたから、今度は友がどう考えたのか聞いてみたい。自分の考えも伝えたい。
	○「一生忘れません」に着目している生徒には、「忘れられません」と「忘れません」の違いは何か問いかける。
○考えがまとまった生徒には、「次はどうしたい」と尋ねる。
	

	展　開
	３小グループで考えを伝え合う。














４全体で共有する。




	・「弟の死」は亡くなった他者、「ひもじかった」は生き残った自分というふうに、対になっているね。
・「忘れられません」よりも「忘れません」の方が意志を感じる。
・あれだけ母のことを書いてきたのに、最後に母が出てこないのには何か意味があるに違いない。
・筆者は、「戦争は全ての人を不幸にするんだ」というメッセージを戦後に生まれた私たちに訴えているんだよ。
・題名に「弟たち」とあるのは、ヒロユキと同じように亡くなっていった子どもがたくさんいたということだよね。
・友の考えを聞いて、自分の考えに確信がもつことができた。
・友の考えを聞いて、違う視点からも個人でじっくり考え直してみたくなった。
・私たちのグループで出された考えと全く同じだ。
・私たちのグループでは出されなかった考えがある。メモしておこう。
・「戦争は二度と繰り返してはいけない」よりも強く心に残るって改めて思う。
	○共通点と相違点を分けて整理するように促す。
○「どうしてそう考えたのですか」と尋ね、考えの根拠を友に伝えるように促す。

○最後の一文から、作品全体へと視野を広げてみるように伝える。
友の考えと比較しながら共通点・相違点を明らかにし、最後の一文に込めた筆者の思いを考えているか。表情や発言、ワークシートで見る。







○共通点と相違点を整理したワークシートを机に置き、他のグループのワークシートを見に行く時間を確保する。
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５

	終　末
	５本時を振り返る。
	・最後の一文は、今まで読み取ってきたことの全てが集約されていることが分かった。筆者の思いが一番強く出ている。
・次回は自分の考えを練り上げ、確かなものにしたい。
	○今日の授業で分かったことや学んだこと、考えたこと、次回どうしたいかを書くように促す。
	５


（５）授業研究討議の柱
　　・本時の子どもの姿より　めざす子どもの姿と合わせて
　　　(小グループで考えを伝え合い、共通点と相違点を整理する活動を仕組んだことは、主体的に自分の考えを表現することに有効だったか。)
　　・他教科や授業以外の場面で、どのようにめざす子どもの姿を実現させていくか。
　　・授業者の支援の良さと課題、今後の支援の方向性について
2

